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第６号（平成２７年６月25日）

	高校入試について  
高校入試は正式には「高等学校入学者選抜」といい、高校に入学を希望する者について、その高校の教育を受けるのにふさわしい能力・適性等を有しているか公正に判断することを基本として行われます。
[image: image2.wmf]　県立高校では、時代や社会の変化、高校に進学する生徒の進路・適性等の多様化に対応した特色ある学校づくりを推進しています。また、そうした各学校の特色等にふさわしい生徒の選抜ができるように努力しています。
【選抜方法】
①一般入学者選抜･･･学力検査(入試)、調査書、面接をおもな資料として選抜。
②推薦入学選抜･･･推薦書、調査書、面接をおもな資料として選抜。
＊調査書
　調査書（内申書ともいわれる））とは、高校入試に際して、志願者の学習のようす（成績）および学習以外の記録（出席状況、行動の記録等）について中学1年から3年までについて記載し、志願しようとする高校の校長に提出する文書。
＊学力検査
①学力検査は、国語。社会、数学、理科、英語の5教科（県立高校は同一問題）
・検査時間は５０分、配点は６０点満点（５教科で３００点満点）
・問題は基礎・基本を重視して作成されているので、中学校の授業をまじめに取り組んでいれば、十分に解答できる問題。
・国語と英語は聞き取り問題を実施。
②高校独自の問題を一部追加して、実施する高校もある。（開邦高校等）
③実技４教科（音楽・美術・保健体育・技術家庭）については学力検査は実施せず、中学校から提出された調査書の評定（1年～3年）を高校側で１.５倍し、評定合計を補正する。
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＊AさんとBさんは評定合計が33点だが、補正されるとBさんがAさんを上回る。
　　　したがって、実技4教科を「学力検査がないから」といっておろそかにしてはいけない。
＊面接・・・志願した動機や将来に対する考えなどについて検査官（受検校の先生）が口頭で質問し，合否の総合判定をより的確にするために行う。
＊一般入試において、調査書と学力検査の比重は原則として５：５ですが、高校によっては、

６：４、４.５：５.５、４：６という比重で選抜を行っています。
＊一般入学選抜終了後、定員を充足していない学科において２次募集を行います。


